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日
本
酒
「
は
む
ら
」　
今
年
は
生
酒
も

常
連
客
ら
名
残
惜
し
む

真
面
目
に
仕
事
と
向
き
合
っ
て
き
た
宮
崎
さ
ん

　
「
小
作
駅
前
の
肉
屋
さ

ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
羽
村
の
「
伊
勢
屋
精

肉
店
」（
羽
村
小
作
台
）

が
3
月
い
っ
ぱ
い
で
、
53

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

た
。
2
代
目
店
主
の
宮
崎

正
信
さ
ん
が
自
身
の
体
調

を
踏
ま
え
て
決
断
し
た
。

常
連
客
は
名
残
を
惜
し
ん

だ
。

　

１
９
７
８
（
昭
和
53
）

年
に
宮
崎
さ
ん
の
兄
・
守

正
さ
ん
が
創
業
。
正
信
さ

ん
も
支
店
な
ど
を
任
さ

れ
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
を

得
て
き
た
。
そ
の
後
、
兄

か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
、

パ
ー
ト
を
含
め
10
人
ほ
ど

で
切
り
盛
り
し
て
き
た
。

　

時
代
と
と
も
に
総
菜
に

力
を
入
れ
た
。
コ
ロ
ッ
ケ

や
メ
ン
チ
カ
ツ
を
は
じ
め

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や
グ
ラ
タ

ン
も
手
作
り
で
販
売
。
夕

飯
の
お
か
ず
や
酒
の
つ
ま

み
に
喜
ば
れ
、
多
い
時
は

30
種
類
を
超
え
た
。
中
で

も
「
揚
げ
ハ
ン
バ
ー
グ
」

は
テ
レ
ビ
東
京
の
情
報
番

組
「
出
没
！
ア
ド
街
ッ
ク

天
国
」
で
紹
介
さ
れ
、
話

題
を
呼
ん
だ
。

　

小
作
駅
が
木
造
の
田

舎
駅
だ
っ
た
頃
か
ら
看

板
を
掲
げ
た
店
は
数
軒
。

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

に
駅
が
橋
上
化
す
る
と
、

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
会
社
員
が
乗
降
す
る
東

口
は
に
ぎ
や
か
に
な
っ

た
。
バ
ブ
ル
経
済
の
た
だ

中
に
は
不
動
産
関
係
者
の

間
で
「
東
口
は
西
多
摩
を

代
表
す
る
都
会
に
な
る
の

で
は
」
と
の
声
も
聞
か
れ

た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

伊
勢
屋
は
、
昭
和
、
平

成
、
令
和
と
店
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

姿
を
見
続
け
て
き
た
。
宮

崎
さ
ん
は
「
ひ
た
す
ら
真

面
目
に
仕
事
を
し
、
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
続
け
ら
れ

た
。
満
足
し
て
い
る
」
と

話
す
。

　

屋
号
を
そ
の
ま
ま
に
店

を
引
き
継
ぐ
人
が
見
つ
か

っ
た
の
が
宮
崎
さ
ん
に

も
、
顧
客
に
も
救
い
。
準

備
が
整
い
次
第
、
4
月
中

旬
に
も
再
オ
ー
プ
ン
す

る
。
リ
タ
イ
ア
後
は
「
ま

ず
は
体
を
休
ま
せ
た
い
」

と
宮
崎
さ
ん
。「
元
気
な

と
き
は
店
を
の
ぞ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
声
を
か
け
た

い
」
と
い
う
。

　

営
業
時
間
は
9
時
〜
19

時
30
分
。
揚
げ
物
の
販
売

は
、
10
時
〜
12
時
30
分
と

15
時
〜
17
時
30
分
。
こ
の

時
間
帯
で
あ
れ
ば
、
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
に
な
い
揚
げ
物

も
揚
げ
る
と
い
う
。日
曜
・

祝
日
定
休
。

　

■
地
域
の
話
題
を
取

材
し
ま
す
。
０
９
０

（
８
４
６
０
）
９
６
８
８

東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集

部
ま
で

亮
一
さ
ん
、
事
務
局
長
の

田
中
繁
生
さ
ん
が
同
酒
造

を
訪
れ
、
瓶
詰
め
前
の
清

酒
を
確
認
。
試
飲
し
た
池

田
さ
ん
は
「
す
っ
き
り
し

た
お
い
し
い
酒
。
後
味
も

最
高
。
年
々
お
い
し
く
な

っ
て
い
る
」
と
太
鼓
判
を

押
す
。
清
水
さ
ん
は
「
進

化
し
続
け
る
酒
が
楽
し

み
」
と
期
待
を
込
め
る
。

　

四
号
瓶（
７
２
０
㍉
㍑
）

で
約
１
７
０
０
本
を
製
造

す
る
。
こ
の
う
ち
５
０
０

本
は
火
入
れ
を
一
切
せ
ず

生
酒
で
出
荷
。
残
り
は
火

入
れ
を
行
い
、
酵
母
の
香

り
を
よ
り
引
き
立
た
せ
出

荷
す
る
。
瓶
に
は
東
京
清

酒
用
酵
母
の
タ
グ
が
付

く
。

　

３
月
22
日
に
始
ま
っ
た

「
は
む
ら
花
と
水
の
ま
つ

り
２
０
２
５
」
や
市
内
の

酒
販
店
で
販
売
中
。
価
格

は
１
７
６
０
円
。

　

羽
村
市
観
光
協
会
が
、

す
べ
て
東
京
の
材
料
で
造

っ
た
日
本
酒
「
は
む
ら
」

が
３
月
21
日
発
売
さ
れ

た
。
今
年
は
生
酒
も
初
め

て
生
産
し
た
。

　
「
羽
村
の
新
し
い
特
産

品
を
」
と
、
２
０
２
０
年

に
始
ま
っ
た
羽
村
産
の
米

と
水
を
使
っ
て
醸
造
し
た

日
本
酒
づ
く
り
。
今
年
は

麹
カ
ビ
も
都
内
で
生
産
さ

れ
た
も
の
を
使
い
、
酵
母

も
都
立
産
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
立
川
市
）
が
開

発
し
た
清
酒
用
酵
母
を
使

っ
た
。

　

羽
村
市
内
を
流
れ
る
多

摩
川
の
伏
流
水
「
は
む
ら

の
水
」
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

1
ト
ン
を
使
い
仕
込
ん

だ
。
醸
造
を
石
川
酒
造

す
る
ほ
か
、
５
年
前
か
ら

同
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
と
し
て
も
扱
わ
れ
て

い
る
。

　

杜
氏
の
前
迫
晃
一
さ
ん

が
、「
新
し
い
酵
母
は
、

粘
り
が
弱
く
、
さ
っ
ぱ
り

し
て
い
る
羽
村
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
す
よ

う
醸
造
し
、

マ
ン
ゴ
ー
や

レ
モ
ン
ぽ
い

さ
わ
や
か
な

香
り
が
特

徴
」と
話
す
。

　

３
月
11
日

に
は
、
同
観

光
協
会
会
長

の
池
田
恒
雄

さ
ん
、
米
を

提
供
し
た
副

会
長
の
清
水

（
福
生
市
）
に
委
託
し
生

産
。
市
内
の
酒
店
で
販
売

すべて東京の材料で造る
羽村市観光協会が発売

「小作駅前の肉屋さん」、53年の歴史に幕

日本酒「はむら」のタンクの前で当時の前迫さん、
清水さん、池田さん、田中さん（左から）

愛
さ
れ
た
豊
富
な
総
菜

42025年2月27日（木曜日）第330号 街プレ

地域を応援！！街プレパートナーズ

地域ともに25年、家庭的で温もりある
ケアが安心と信頼を育んでいます。

フォントや色などブラッシュアップしてください。

特別養護老人ホーム福楽園社会福祉法人
豊 生 会  

〒190-0155
東京都あきる野市網代326-1 ☎042-596-4112 fax 042-596-4176

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

福
楽
園

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
増
戸
セ
ン
タ
ー

職人技のネットワークで
快適な生活空間を造ります

須﨑土建
〒198-0014 青梅市大門2-360
☎0428-31-1432 fax0428-31-5731

総合建設業　東京都知事許可　第 77829

問合せ先


